
４
月
か
ら
自
己
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す

上限額の４分の１�上限額の２分の１軽 減 内 容

低所得１、低所得２、一般（市

町村民税所得割１０万円未

満） ※収入ベースでおお

むね６００万円。

�低所得１

低所得２
対 象 者

撤廃�年間収入１５０万円

以下
収 入 要 件

単身は５００万円

家族同居は１,０００万円以下
�

３５０万円以下

※世帯員一人増す

ごとに１００万円増。

資 産

ＮＰＯ法人などすべての

事業者
�社会福祉法人事 業 者

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
豊
か
な

経
験
を
生
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
企

画
で
、
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
【
応
募
資
格
】
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
、
講
座
の
運
営
が
で
き
る

方
。
一
人
１
講
座

　
【
講
座
内
容
】分
野
は
問
い
ま
せ

ん
が
、
対
話
型
・
参
加
型
・
実
践

型
で
運
営
す
る
も
の
（
特
定
の
政

党
、
宗
教
、
営
利
活
動
に
か
か
わ

る
も
の
は
開
講
で
き
ま
せ
ん
）

　
【
開
講
期
間
・
回
数
】
６
月
〜
７

月
。
全
３
回
ま
た
は
１
回
の
い
ず

れ
か
の
コ
ー
ス
を
選
択

　
【
会
場
】原
則
と
し
て
中
央
公
民

館
　
【
受
講
生
数
】　

人
〜　

人
の
範

１０

３６

　
　

年
４
月
か
ら
身
体
障
害
・
知

１８
的
障
害
・
精
神
障
害
の
３
障
害
が

一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
た
「
障

害
者
自
立
支
援
法
」
が
施
行
さ
れ
、

居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
施
設

サ
ー
ビ
ス
、
自
立
支
援
医
療
が
原

則
１
割
負
担
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

年　

月
か
ら
は
補
装
具
の
利

１８

１０

用
者
負
担
も
原
則
１
割
負
担
と
な

り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
介

護
給
付
は
、
６
つ
の
障
害
程
度
区

分
に
よ
り
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
活
動
団
体
の
情
報
発
信
を

支
援
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
「
〜
東
久
留

米
の
ふ
れ
あ
い
情
報
サ
イ
ト
〜
く

る
く
る
」
が
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し

　

１
月　

日
（
日
）、
第
七
小
学
校

２１

校
庭
を
ス
タ
ー
ト
・
中
継
・
ゴ
ー

ル
地
点
と
す
る
、
第　

回
少
年
少

１６

女
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
、
学
校

や
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
単
位

で　

チ
ー
ム
、
小
学
５
年
生
〜
中

４１
学
３
年
生
の
２
８
０
人
余
り
が
出

走
し
ま
し
た
。

　

１
カ
月
も
前
か
ら
チ
ー
ム
を
組

み
、
チ
ー
ム
内
で
励
ま
し
、
励
ま

さ
れ
な
が
ら
、
当
日
は
全
員
が
完

走
し
、
た
す
き
で
心
を
通
わ
せ
ま

し
た
。

　

た
す
き
リ
レ
ー
で
次
走
者
に
託

し
た
「
頼
む
ね
」
の
言
葉
が
寒
空

の
下
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
通
り
で
す

（
チ
ー
ム
名
）。

　
【
小
学
生
男
子
の
部
】優
勝
＝
五

小
５
年
Ａ
、
２
位
＝
東
久
留
米
市

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
３
位
＝

東
久
留
米
リ
ト
ル
リ
ー
グ
Ａ

　
「
地
球
環
境
」「
身
近
な
自
然
環

境
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
や
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
応
募
資
格
】
市
内
在
住
・
在
学

の
小
・
中
学
生

　

東
久
留
米
市
農
業
経
営
者
ク
ラ

ブ
で
は
、
親
子
農
業
体
験
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
体
験
は
、
市
内
在
住
の
親

子
の
皆
さ
ん
に
農
業
体
験
を
通
し

て
農
作
業
の
大
変
さ
や
収
穫
の
喜

び
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
ま

た
、
都
市
に
残
る
農
地
・
緑
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
農
業

の
大
切
さ
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
４
回
の
開
催
で
延
べ　

組
９３

２
６
０
人
が
体
験
し
、
参
加
者
か

　

１
月
７
日
に
行
わ
れ
た
消
防
出

初
式
の
表
彰
式
典
で
、
長
期
に
わ

た
り
地
域
防
災
に
尽
力
さ
れ
た
消

防
団
員
の
功
績
に
対
し
、表
彰
状
・

感
謝
状
が
市
長
お
よ
び
消
防
団
長

か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
表
彰
状
お
よ
び
感
謝
状

を
贈
ら
れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す

（
敬
称
略
）。

●
永
年
勤
続
表
彰

　
【　

年
永
年
勤
続
消
防
団
長
表

３０
彰
】
遠
藤
紀
義
（
第
６
分
団
団
員
）

　
【　

年
永
年
勤
続
市
長
表
彰
】横

２５
山
隆
徳
（
団
本
部
副
団
長
）

　
【　

年
永
年
勤
続
消
防
団
長
表

２５
彰
】
細
田
一
夫
（
第
２
分
団
団
員
）、

高
橋
嘉
昭
（
第
５
分
団
団
員
）

　
【　

年
永
年
勤
続
消
防
団
長
表

２０
彰
】
千
葉
浩
孝
（
第
１
分
団
副
分

団
長
）、吉
田
優（
第
５
分
団
団
員
）、

奥
住
与
志
一
（
第
６
分
団
分
団
長
）、

秋
田
孝
司
（
第
６
分
団
団
員
）、
榎

本
貞
夫
（
第
７
分
団
団
員
）、
中
島

哲
（
第
８
分
団
団
員
）

　
【　

年
永
年
勤
続
消
防
団
長
表

１５

　

都
営
住
宅
の
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

（
高
齢
者
集
合
住
宅
）へ
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

 
【
募
集
住
戸
】
単
身
者
向
（
空
き

家
）
の
み

　

前
沢
二
丁
目
＝
１
戸
▼
中
央
町

二
丁
目
＝
１
戸

　
【
申
込
資
格
】次
の
①
〜
⑤
す
べ

て
に
該
当
す
る
方

　

①　

歳
以
上
（
昭
和　

年
２
月

６５

１７

　

日
以
前
の
生
ま
れ
）
で
あ
る
こ

２３と
　

②
申
込
者
本
人
が
市
内
に
引
き

続
き
３
年
以
上　
（　

年
２
月　

１６

２３

日
以
前
か
ら
）　

居
住
し
て
い
る

こ
と

　

③
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
額

内
で
あ
る
こ
と

　

④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　

⑤
現
在
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
に
住
ん

で
い
な
い
こ
と

　
【
申
込
用
紙
等
の
配
布
】２
月　
１５

日
（
木
）
〜　

日
（
木
）
に
、
地

２２

域
政
策
課
（
市
役
所
５
階
）、
上
の

原
・
ひ
ば
り
が
丘
・
滝
山
の
各
連

　
　

年
９
月
に
特
定
農
地
貸
付
法

１７
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
と
農
協
に
開
設
主

体
が
限
ら
れ
て
い
た
市
民
農
園
を
、

農
業
者
も
市
と
貸
付
協
定
を
結
び
、

直
接
管
理
･
指
導
す
る
形
で
開
設

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
し
た
市
民
農

園
は
、
農
業
者
に
と
っ
て
相
続
等

に
よ
る
都
市
農
地
の
減
少
に
歯
止

め
を
掛
け
、
安
定
し
た
農
業
経
営

に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
都
市

住
民
の
「
小
面
積
で
も
農
地
を
借

り
て
野
菜
な
ど
を
栽
培
し
た
い
」

と
の
希
望
に
も
応
え
て
い
ま
す
。

　
　

年
度
か
ら
開
設
さ
れ
る
農
園

１９
の
利
用
者
を
、
次
の
通
り
募
集
し

　☆１９年度の前期分（４月１５日号～１０月１日号）は３

月１日（木）から、後期分（１０月１５日号～２０年４月１

日号）は９月３日（月）から受け付けます

　☆所定の用紙（広報課〈市役所２階〉で配布）に必要事項

を記入の上、同課で申し込みをしてください

　☆締め切りは、発行日の２０日前（閉庁日に当たる場合

は次の開庁日）です

　☆「会員募集」は毎号１８件まで、「催し」は毎号１２件

まで、先着順に受け付けます。

　☆掲載回数は、１団体につき「会員募集」「催し」を合わ

せて１年度に４回までです

　☆同一団体の掲載は「会員募集」「催し」の別に関係な

く、同一年度において広報紙３号以上間隔を空けてくだ

さい

　☆原則として市内で活動する団体で、連絡先の方が市

内在住の場合に掲載します。野外活動中心の場合を除き、

市外で活動する団体の会員募集はできません

　☆講師や指導者による生徒募集は掲載できません

　☆会員募集を主な目的とした催しは「会員募集」とし

て受け付けます。また、無料講習・体験会は「会員募集」

として受け付けます

　詳しくは同課広報担当�４７０・７７０８へ。　

　

今
回
、
国
が
示
し
た
４
月
か
ら

の
改
善
策
は
、　

年
３
月
末
ま
で

２１

の
利
用
者
負
担
を
こ
れ
ま
で
の
上

限
額
の
４
分
の
１
に
引
き
下
げ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
社
会
福
祉
法
人
に

よ
る
軽
減
で
、
２
分
の
１
ま
で
引

き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
改
正
に
よ
り
、
利
用
者
の
負

担
能
力
に
応
じ
た
軽
減
措
置
を
受

け
ら
れ
る
対
象
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
間
収
入
１
５
０
万
円

以
下
と
い
う
収
入
要
件
が
な
く
な

り
、
軽
減
対
象
世
帯
は
収
入
ベ
ー

ス
で
お
お
む
ね
６
０
０
万
円
（
市

町
村
民
税
の
所
得
割　

万
円
未

１０

満
）
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。
資
産

要
件
に
つ
い
て
も
、
単
身
の
場
合

第　

回
少
年
少
女
駅
伝
大
会
が

１６

開
催
さ
れ
ま
し
た

西
中
ス
ー
パ
ー
エ
ー
ス
、
２
位
＝

下
里
中
学
校
、
３
位
＝
久
留
米
中

　
【
中
学
生
女
子
の
部
】　

優
勝
＝

久
留
米
中
、
２
位
＝
東
中
バ
ス

ケ
ッ
ト
、
３
位
＝
自
由
学
園
Ａ

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
�
４
７
０
・
７
７
８
４

へ
。

〜
東
久
留
米
の
ふ
れ
あ
い
情
報
サ
イ
ト
〜

く
る
く
る
が
オ
ー
プ
ン
！

　
【
小
学
生
女
子
の
部
】優
勝
＝
東

京
柏
葉
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
、
２
位
＝
五
小
５
年
Ｃ
、
３
位

＝
五
小
６
年

　
【
中
学
生
男
子
の
部
】　

優
勝
＝

ま
す
。

 
「
く
る
く
る
」
と
は

　

市
民
活
動
団
体
に
よ
る
、
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
メ
ン
バ
ー
の
募
集

な
ど
の
情
報
を
発
信
す
る
サ
イ
ト

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
団
体
の
ア

ピ
ー
ル
が
幅
広
く
、
よ
り
便
利
に

な
り
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
情
報

は
ど
な
た
で
も
閲
覧

が
可
能
で
、
最
新
の

地
域
情
報
を
取
得
で
き
ま
す
。

情
報
発
信
を
行
う
団
体
は

登
録
を

　
【 
対
象
】
主
に
市
内
を
活
動
拠

点
と
す
る
市
民
活
動
団
体

　
【
登
録
方
法
】
西
部
・
南
部
・
東

部
の
各
地
域
セ
ン
タ
ー
窓
口
お
よ

び
市
民
プ
ラ
ザ
窓
口
に
備
え
付
け

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
の
「
団
体
登
録
申

込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
各
窓
口
へ
。
用
紙
の
提
出
後
、

所
定
の
審
査
を
行
い
、
承
認
さ
れ

た
団
体
に
は
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

を
お
送
り
し
ま
す

　

詳
し
く
は
生
活
文
化
課
市
民
協

働
係
�
４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

都
営
住
宅（
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
）

地
元
入
居
者
募
集

絡
所
で
配
布
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
２
月　

日
（
火
）

２７

ま
で
に
（
必
着
）、
所
定
の
用
紙
に

市
民
大
学「
短
期
コ
ー
ス
」

市
民
講
師
を
募
集

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
〒
２
０

３－

８
５
５
５
、
市
役
所
地
域
政

策
課
あ
て
郵
送
を
。

　

※
窓
口
で
の
受
け
付
け
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
同
課
住
宅
政
策
係
�

４
７
０
・
７
７
６
４
へ
。

囲
で
相
談
の
上
、
決
定
し
ま
す

　
【
講
師
謝
礼
】
１
講
座
当
た
り
、

３
回
コ
ー
ス
が
７
５
０
０
円
、
１

回
コ
ー
ス
が
２
５
０
０
円

　
【
選
考
方
法
】提
出
さ
れ
た
企
画

書
等
で
選
考

　

申
し
込
み
は
２
月　

日
（
水
）

２８

ま
で
に
（
必
着
）、
所
定
の
市
民
講

師
応
募
用
紙
（
生
涯
学
習
課
〈
市

役
所
６
階
〉
で
配
布
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３－

８

５
５
５
、
市
役
所
生
涯
学
習
課
あ

て
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。　

　

詳
し
く
は
同
課
社
会
教
育
係
�

４
７
０
・
７
７
８
４
へ
。

表彰状・
感謝状を
贈呈

彰
】
村
岡
明
成
（
第
１
分
団
部
長
）、

大
野
誠
一
（
第
２
分
団
部
長
）、
野

島
正
行
（
第
２
分
団
団
員
）、
小
金

井
義
昭
（
第
３
分
団
部
長
）、
小
宮

丈
久
（
第
３
分
団
団
員
）、
栗
原
光

義
（
第
４
分
団
部
長
）、
篠
宮
仁

（
第
４
分
団
部
長
）、栗
原
健
人（
第

４
分
団
部
長
）、
高
野
大
（
第
８
分

団
部
長
）、
島
崎
和
広
（
第
９
分
団

団
員
）、
安
田
一
郎
（
第
９
分
団
団

員
）、
成
瀬
功
（
第
９
分
団
団
員
）

　
【　

年
永
年
勤
続
消
防
団
長
表

１０
彰
】
並
木
秀
明
（
第
１
分
団
団
員
）、

村
田
宗
一
（
第
５
分
団
団
員
）、
柾

木
賢
一
（
第
７
分
団
部
長
）、
斉
藤

秀
浩
（
第
８
分
団
副
分
団
長
）、
山

本
剛
正
（
第
８
分
団
部
長
）、
貫
井

安
広
（
第　

分
団
団
員
）

１０

●
退
団
感
謝
状

　
【
市
長
感
謝
状
】
竹
内
信
雄
（
団

本
部
）

　
【
消
防
団
長
感
謝
状
】西
川
裕
之

（
第
２
分
団
）、
小
山
政
幸
（
第
３

分
団
）、
板
東
正
明
（
第
３
分
団
）、

海
老
沢
純
（
第
４
分
団
）、
高
木
亨

（
第
４
分
団
）、
栗
原
武
司
（
第
５

分
団
）、
吉
田
進
（
第
５
分
団
）、

太
田
実
（
第
５
分
団
）、
榎
本
新
吾

（
第
７
分
団
）、
小
室
雅
幸
（
第
８

分
団
）、
岸
日
出
生
（
第
９
分
団
）

　

詳
し
く
は
消
防
本
部
総
務
課
消

防
団
係
�
４
７
１
・
０
１
１
９
へ
。

親親親親親親親親親親親親親親
子子子子子子子子子子子子子子
でででででででででででででで
農農農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業業業
体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験
！！！！！！！！！！！！！！

親
子
で
農
業
体
験
！

ら
は
「
子
ど
も
た
ち
と
普
段
で
き

な
い
、
農
業
に
関
す
る
会
話
が
で

き
た
」「
都
市
が
変
化
し
て
い
く
中

で
、
土
に
触
れ
合
え
る
機
会
が
持

て
る
こ
と
は
大
変
貴
重
な
の
で
続

け
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
会
場
は
市
内
の
中
央

（
南
沢
）
に
移
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

種
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
の
農
作
業

を
、
３
月
中
旬
か
ら
６
月
下
旬
に

か
け
月
１
回
程
度
（
合
計
３
回
）

農
家
が
開
設
す
る

「
市
民
農
園
」

ま
す
。

　
【
応
募
資
格
】野
菜
の
栽
培
に
熱

意
の
あ
る
方

　
【
農
園
名
】
相
原
農
園

　
【
園
主
】
相
原
美
登
里

　
【
所
在
地
】中
央
町
５
ノ
２
ノ　
１１

　
【
耕
作
料
】１
区
画
当
た
り
年
１

万
円
。
た
だ
し
、
農
具
、
肥
料
、

種
、
苗
等
そ
の
他
耕
作
に
必
要
な

も
の
は
利
用
者
の
自
己
負
担
に
な

り
ま
す

　
【
区
画
数
】　

区
画

３９

　
【
区
画
面
積
】１
区
画　

平
方
�

２０

　
【
利
用
期
間
】４
月
１
日
か
ら
３

年
間
。
た
だ
し
、
契
約
更
新
は
毎

年
度
行
い
ま
す

　
【
募
集
案
内
・
申
込
書
の
配
布
場

所
】
産
業
振
興
課
（
市
役
所
２
階
）

　

申
し
込
み
は
２
月　

日
（
木
）

１５

〜　

日
（
金
）
に
（
消
印
有
効
）、

２３
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
は
が
き
１
枚
（
当
落
通

知
用
。
表
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
）

を
添
え
て
、
〒
２
０
３－
８
５
５

５
、
市
役
所
産
業
振
興
課
農
政
係

あ
て
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
し
て

体
験
し
ま
す
（
収
穫
物
は
持
ち
帰

り
で
き
ま
す
）。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
農
家
の
方

と
触
れ
合
い
、
東
久
留
米
農
業
の

現
状
や
野
菜
の
成
長
な
ど
に
つ
い

て
親
子
で
話
し
合
う
場
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
【
日
程（
予
定
）】３
月　

日（
土
）、

１０

開
園
式
・
種
植
え
▽
４
月　

日
２８

く
だ
さ
い
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）。

　
【
ご
注
意
】応
募
は
１
世
帯
に
付

き
１
区
画
で
す
。
な
お
、
同
農
園

は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

徒
歩
ま
た
は
自
転
車
の
利
用
を
前

提
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
農
政
係
�
４
７

０
・
７
７
４
３
へ
。

１９年度市民伝言板利用案内
前期分の受け付けは３月１日（木）から

訪問系サービスと日中活動サービスを併用する場合の上限額（低所得２該当者）
４分の１軽減後の上限額

サービス
訪問・日中併用の場合単独利用の場合

６,１５０円
※短期入所の場合は
３,７５０円。

３,７５０円

児童デイサービス、生活介護、自立訓練、就労

移行支援、就労継続支援、通所による指定旧法

施設支援、通所による指定障害児施設支援

６,１５０円
居宅介護、重度訪問介護、行動援護、短期入所、

重度障害者等包括支援

グループホーム・ケアホームにおける工賃控除
控除後の負担率控除額区　分

控除後の額が

①４万円までは１５％

②４万円を超える部分は５０％

３,０００円　※工賃額にかかわらず定額控除。現　行
◎工賃が月２万４,０００円の場合

全額　※工賃が３,０００円以下の場合は３,０００円。

◎工賃が月２万４,０００円を越える場合

２万４,０００円＋（工賃－２万４,０００円）×３０％

見直し後

（
土
）、
芽
か
き
・
除
草
▽
６
月　
２３

日
（
土
）、
収
穫
・
清
掃
等

　
【
開
始
時
間
】い
ず
れ
も
午
前
９

時　

分
集
合
、　

時
作
業
開
始

５０

１０

　
【
会
場
】
南
沢
四
丁
目
７
番
先

　
【
対
象
・
定
員
】
市
内
在
住
の
小

学
生
と
保
護
者
。
先
着　

組　

人
。

３０

６０

会
場
ま
で
徒
歩
ま
た
は
自
転
車
で

参
加
で
き
る
方
に
限
り
ま
す

　
【
参
加
費
】１
組
５
０
０
円（
種
・

肥
料
代
）

　
【
用
意
す
る
も
の
】園
芸
用
シ
ャ

ベ
ル
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、
長
靴
、

帽
子
、
作
業
し
や
す
い
服
装

　

申
し
込
み
は
２
月　

日
（
金
）

１６

午
前
９
時
か
ら
電
話
で
産
業
振
興

課
�
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

　

詳
し
く
は
同
課
へ
。

　
【
規
格
】
四
ツ
切
り
（
３
８
０
�

�
×
５
４
０
�
�
）
の
画
用
紙
１

枚
　
【
応
募
方
法
】４
月
２
日（
月
）〜

　

日
（
金
）
に
、
作
品
の
裏
面
に

１３学
校
名
・
学
年
・
組
・
氏
名
を
記

入
の
上
、
学
校
を
通
じ
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
の
方
は

環
境
緑
政
課
（
市
役
所
５
階
）
へ

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　

入
選
作
品
は
、
今
年
の
環
境

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ポ
ス
タ
ー
等

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
環
境
保
全
係
�

４
７
０
・
７
７
５
３
へ
。

は
現
行
３
５
０
万
円
が

５
０
０
万
円
ま
で
に
、
ま

た
、
家
族
が
い
る
場
合
は

１
０
０
０
万
円
ま
で
拡

大
と
な
り
ま
す
。

　

施
設
等
に
つ
い
て
も

こ
れ
ま
で
の
工
賃
控
除

額
を
見
直
し
、
年
間　

万
２８

８
０
０
０
円
（
こ
れ
を
超

え
た
部
分
の　

�
を
含

３０

む
）
ま
で
手
元
に
残
る
よ

う
控
除
額
を
拡
大
し
ま

し
た
。

　

今
後
の
手
続
き
等
に

定率１割負担
区　分

軽減後軽減前
３７,２００円３７,２００円一般

（市町村民税所得割１０万円以上） １４,３００円１４,３００円食費負担
９,３００円３７,２００円一般

（市町村民税所得割１０万円未満） ５,０６０円１４,３００円食費負担
６,１５０円１２,３００円

低所得２（障害基礎年金１級）
５,０６０円５,０６０円食費負担
３,７５０円７,５００円

低所得１（障害基礎年金２級）
５,０６０円５,０６０円食費負担

つ
い
て
は
、
市
か
ら
対
象
者
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
�
４
７

０
・
７
７
４
７
へ
。

通所施設・在宅サービス利用者の負担軽減措置の拡充

現　行 １９・２０年度

地域の防災に
尽力された方へ

利
用
者
を
募
集
！

ご
参
加
く
だ
さ
い

ご
参
加
く
だ
さ
い

食費についても負

担が軽減されます

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

障
害
者
自
立
支
援
法
が
改
正

４
月
か
ら
自
己
負
担
が

４
月
か
ら
自
己
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す

軽
減
さ
れ
ま
す

４
月
か
ら
自
己
負
担
が

４
月
か
ら
自
己
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す

軽
減
さ
れ
ま
す
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会
員
募
集 

第２５回第２ ５回
東久留米市東久留米市

環境ポスターコンクール環境ポスターコンクール

作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！作品募集！

　

市
で
は
、　

年
〜　

年
を
期

１４

２７

間
と
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

年
度
に
は
策
定
か
ら
５
年
経

１９過
す
る
た
め
、
こ
の
計
画
の
改

定
を
行
う
予
定
で
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
の
改
定
に
先

立
っ
て
市
民
意
見
を
反
映
す
る

た
め
、　

年　

月
に
東
久
留
米

１８

１２

市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

か
ら
提
言
を
受
け
ま
し
た
。　

　

今
回
は
そ
の
一
部
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の
改
定
に
先
立
ち

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の
改
定
に
先
立
ち

提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た

提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
【
三
者
の
役
割
と
責
任
】ご
み

排
出
量
の
抑
制
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
、
不
法
投
棄
・
ポ
イ
捨

て
の
防
止
に
つ
い
て
、
市
民
・

事
業
者
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
と
責
任
を
十
分
に
認
識
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的
に
さ
ま
ざ

ま
な
方
策
を
実
践
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
実
現
を
目
指

す
　
【
減
量
目
標
】一
人
当
た
り
排

出
ご
み
原
単
位
を　

年
度
ま
で

２３

に
６
０
０
�
、
一
人
１
日
当
た

り　

�
（
卵
１
個
分
）
の
減
量

５０
化
を
目
指
す
こ
と
と
す
る

　
【
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い

て
】
家
庭
ご
み
有
料
化
導
入
に

当
た
っ
て
は
、
原
則
ボ
ッ
ク
ス

を
廃
止
し
戸
別
収
集
方
式
を

実
施
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地

域
の
特
性
に
よ
っ
て
は
ボ
ッ

ク
ス
収
集
方
式
も
継
続
し
て

い
く
こ
と
も
検
討
す
べ
き

　

提
言
の
全
文
は
２
月　

日
１５

（
木
）か
ら
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
２
階
）お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

　

詳
し
く
は
ご
み
対
策
課
�

４
７
３
・
２
１
１
７
へ
。
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◆
東
久
留
米
歌
謡
吟
詠
サ
ロ
ン

　

毎
月
第
４
金
曜
日
の
午
後
２
時

〜
４
時
、中
央
公
民
館
ほ
か
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
、会
費
月
１
５
０

０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
見
学
自
由
。

男
性
希
望
。詳
し
く
は
宇
佐
田
�
４

７
３
・
７
３
０
３
へ
。

　

◆
華
道
サ
ー
ク
ル
草
月
流　

毎

月
第
２
・
第
４
金
曜
日
の
午
前　

時
１０

〜
午
後
５
時
、西
部
地
域
セ
ン
タ
ー

で
。
会
費
月
２
０
０
０
円（
花
代
別
）。

子
ど
も
歓
迎
。詳
し
く
は
伊
東
�
４

７
１
・
６
６
９
７
へ
。

　

◆
キ
ッ
ズ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ（
Ｆ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
）　

毎
週
、
①
火

曜
日
の
午
前　

時
か
ら
が
１
歳
〜

１０

２
歳
児
②
水
曜
日
の
午
後
３
時
か

ら
と
４
時
か
ら
が
３
歳
〜
４
歳
児
、

い
ず
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
１
回
１
０
０
０
円
。詳
し
く
は

小
松
�
０
９
０
・
６
４
９
３
・
０
４

９
４
へ
。

　

◆
ス
マ
ー
ト
な
話
し
方
と
練
習

（
東
久
留
米
市
話
し
方
ク
ラ
ブ
）　

毎
月
第
１
・
第
３
月
曜
日
の
午
後
７

時
〜
９
時
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、会
費
月
１
５

０
０
円
。
詳
し
く
は
玉
木
�
０
９

０
・
２
４
２
４
・
６
４
０
０
へ
。

　

◆
中
国
水
墨
画（
劉〈
り
ゅ
う
〉の

会
）　

月
４
回
、
金
曜
日
の
午
後
１

時
半
〜
３
時
半
、
中
央
公
民
館
で
。

会
費
月
３
０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

懇
切
な
指
導
。詳
し
く
は
村
田
�
４

７
２
・
３
２
１
９
へ
。

　

◆
太
極
拳
・
連
功
・
益
気
功
（
わ

く
わ
く
太
極
拳
）　

月
４
回
、
月
曜

日
の
午
後
１
時
〜
３
時
、わ
く
わ
く

健
康
プ
ラ
ザ
で
。
入
会
金
５
０
０
円
、

会
費
月
１
５
０
０
円
。
見
学
歓
迎
。

丁
寧
な
指
導
。詳
し
く
は
大
塚
�
４

７
１
・
９
０
９
８
へ
。

　

◆
軟
式
野
球
（
マ
キ
野
球
ク
ラ

ブ
）　

月
２
回
程
度
、
日
曜
日
、
柳

泉
園
お
よ
び
滝
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
。

会
費
年
１
万
円
。　

歳
〜　

歳
程
度

１６

６０

の
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
日
曜
日
に

参
加
で
き
る
方
。詳
し
く
は
芳
野
�

４
７
５
・
７
２
１
９
へ
。

　

◆
保
育
士
の
下
で
の
自
主
保
育

（
な
か
よ
し
会
）　

毎
週
月
曜
・
水

曜
・
金
曜
日
の
午
前
９
時
半
〜　

時
１１

半
、東
久
留
米
第
２
公
務
員
住
宅　
１２

号
棟
集
会
所
（
大
門
町
二
丁
目
）
で
。

入
会
金
３
０
０
０
円
、会
費
月
４
０

０
０
円
。　

年
４
月
２
日
〜　

年
４

１５

１６

月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
。２
月
中
旬

説
明
会
あ
り
。詳
し
く
は
奥
原
�
０

９
０
・
２
４
７
４
・
９
１
５
２
へ
。

　

◆
緑
地
保
全
地
域
の
保
守
管
理

作
業（
東
久
留
米
自
然
ふ
れ
あ
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）　

毎
月
第
２
・
第
４

土
曜
日
の
午
前　

時
〜
午
後
３
時
、

１０

市
内
緑
地
保
全
地
域
で
。入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
年
１
０
０
０
円
、

保
険
代
年
３
０
０
円
。。
詳
し
く
は

小
野
木
�
４
２
１
・
０
４
３
９
へ
。

　

◆
ハ
イ
キ
ン
グ
・
沢
登
り
・
岩
登

り
・
冬
山
登
山
（
北
多
摩
山
岳
同
好

会
）　

毎
月
第
１
木
曜
日
の
夜
間
、

中
央
公
民
館
で
月
例
集
会
。入
会
金

１
０
０
０
円
、会
費
半
年
１
８
０
０

円
（
山
岳
保
険
代
別
）。
初
心
者
歓

迎
。山
岳
指
導
有
資
格
者
の
在
籍
は

当
会
の
み
。
詳
し
く
は
惣
田（
そ
う

だ
）
�
４
７
４
・
７
１
９
２
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
リ
ベ
ラ
会
）　

毎
週
木
曜
日
の
午
後
７
時
半
〜
９

時
半
、西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
、会
費
月
３
０
０

０
円
。
多
少
経
験
の
あ
る
方
。
詳
し

く
は
広
江
�
４
７
５
・
３
７
９
６
へ
。

　

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
カ
プ
ア
）　

月

３
回
、
①
月
曜
日
の
午
後
１
時
・
３

時
・
７
時
半
か
ら
が
ス
ペ
ー
ス
１
０

５
②
水
曜
日
の
午
前　

時
・
午
後
２

１０

時
か
ら
が
中
央
公
民
館
と
わ
く
わ

く
健
康
プ
ラ
ザ
③
金
曜
日
の
午
前

　

時
か
ら
が
中
央
公
民
館
で
。入
会

１０金
３
０
０
０
円
、会
費
１
回
１
５
０

０
円
。月
曜
日
の
午
後
７
時
半
か
ら

の
み　

歳
程
度
ま
で
の
方
。詳
し
く

４０

は
鈴
木
�
０
９
０
・
４
４
５
５
・
８

１
９
３
へ
。

　

◆
楽
し
い
英
会
話
ク
ラ
ブ　

毎

週
土
曜
日
の
午
前　

時
〜
正
午
、西

１０

部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。会
費
１
回
５

０
０
円
。
中
・
上
級
。
イ
ギ
リ
ス
人

講
師
が
月
２
回
参
加
。詳
し
く
は
大

谷（
お
お
た
に
）�
４
７
４
・
６
２
３

４
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
ス
テ
ッ
プ　

毎

週
土
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４
時
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
で
。入

会
金
１
０
０
０
円
、会
費
月
３
０
０

０
円
。
初
心
者
。
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｄ
指
導
員

講
習
も
あ
り
。詳
し
く
は
木
村
�
４

７
３
・
０
４
５
８
へ
。

　

◆
合
気
道
七
曜
会　

毎
週
、①
水

曜
日
の
午
前
９
時
半
か
ら
②
金
曜

日
の
午
後
７
時
か
ら
③
日
曜
日
の

午
後
２
時
か
ら
、い
ず
れ
も
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
。会
費
月
４
０
０
０

円
。
中
学
生
以
上
。
中
高
年
の
方
歓

迎
。
初
心
者
。
詳
し
く
は
阿
部
�
０

８
０
・
５
０
０
８
・
９
１
４
４
へ
。

　

◆
ち
ぎ
り
絵
す
み
れ
の
会　

月

１
回
、
木
曜
日
、
中
央
公
民
館
で
。

会
費
月
１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

別
）。
見
学
自
由
。
詳
し
く
は
羽
田

（
は
だ
）
�
０
９
０
・
７
１
８
４
・

３
５
０
２
へ
。

　

◆
ひ
ば
り
が
丘
団
地
自
治
会
バ

レ
エ
サ
ー
ク
ル　

毎
週
金
曜
日
の

午
後
４
時　

分
〜
５
時　

分
、同
団

１５

１５

地
北
集
会
所（
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

隣
り
）
で
。
入
会
金
１
５
０
０
円
、

会
費
月
３
５
０
０
円
。
見
学
歓
迎
。

年
少
〜
小
学
２
年
生
程
度
。３
月　
３０

日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
を
。
詳

し
く
は
中
村
�
４
２
４
・
５
３
１
７

へ
。

　

◆
陶
芸
（
ふ
き
の
陶
）　

毎
月
第

１
・
第
３
木
曜
日
、
中
央
公
民
館
で
。

入
会
金
３
０
０
０
円
、会
費
月
５
５

０
０
円
。
詳
し
く
は
田
中
�
０
９

０
・
９
９
５
２
・
１
９
０
６
へ
。

　　

◆
第
６
回
ひ
ば
り
の
会
写
真
展

「
四
季
写
彩
」（
ひ
ば
り
の
会
）　

２

月　

日
（
火
）
〜
３
月
６
日
（
火
）

２７
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、清
瀬
市
郷

土
博
物
館
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
清
瀬

市
上
清
戸
二
丁
目
、
月
曜
日
休
館
）

で
。
入
場
無
料
。
詳
し
く
は
篠
崎
�

４
７
２
・
１
２
０
３
へ
。

　

◆
は
ま
な
す
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー　

３
月　

日
（
日
）
午
後
１

１８

時
半
〜
４
時
半
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
。
入
場
料
２
０
０
０
円（
前

売
り
１
８
０
０
円
）。「
ダ
ン
ス
は
１

番
」の
岡
田
淳
一
と
か
お
り
＆
フ
ァ

イ
ン
の
生
演
奏
あ
り
。詳
し
く
は
東

（
ひ
が
し
）�
４
７
２
・
４
１
０
０
へ
。

　

◆
第　

回
ワ
ー
ク
ラ
ン
ド
カ
ウ

１１

リ
ー
手
織
り
も
の
展（
社
会
福
祉
法

人
リ
ブ
リ
ー
・
ワ
ー
ク
ラ
ン
ド
カ
ウ

リ
ー
）　

３
月
２
日
（
金
）
〜
４
日

（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
６
時
、
ス

１０

ペ
ー
ス
１
０
５
で
。
入
場
無
料
。
草

木
染
め
マ
フ
ラ
ー
、
裂
き
織
り
の

バ
ッ
グ
、
小
物
、
結
び
織
り
な
ど
。

詳
し
く
は
ワ
ー
ク
ラ
ン
ド
カ
ウ

リ
ー
�
４
７
６
・
１
０
８
１
へ
。

　

◆
み
ん
な
の
う
た
ご
え
喫
茶（
う

た
の
広
場
の
会
）　

３
月
３
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
４
時
、市
役
所
１
階
屋

内
ひ
ろ
ば
で
。
参
加
費
３
０
０
円

（
紅
茶
、
ケ
ー
キ
、
貸
し
出
し
歌
集

代
）。
定
員
１
０
０
人
。
詳
し
く
は

小
坂
�
４
７
７
・
４
７
７
１
へ
。

　

◆
無
料
体
験
会
（
リ
ト
ミ
ッ
ク

サ
ー
ク
ル
ち
び
み
み
）　

３
月
２

日
・
９
日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日
の
午

前　

時
半
〜　

時　

分
、
ベ
ル
コ

１０

１１

１５

リ
ー
ヌ
集
会
所
（
小
山
三
丁
目
）
で
。

１
歳
〜
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者
。詳

し
く
は
小
山
�
０
９
０
・
５
５
０

３
・
４
４
６
５
へ
。

　

◆
柳
窪
で
ひ
な
祭
り
を
楽
し
む

（
柳
窪
の
環
境
・
景
観
の
保
全
を
考

え
る
会
）　

３
月
４
日
（
日
）
午
前

　

時
・
午
後
１
時
・
２
時
半
か
ら
、

１０柳
窪
旧
集
落
内
旧
家（
柳
窪
野
球
広

場
に
集
合
）で
。
参
加
費
２
０
０
円

（
お
汁
粉
代
含
む
）。
旧
家
の
座
敷
な

ど
の
ひ
な
飾
り
を
鑑
賞
。小
学
校
低

学
年
以
下
は
保
護
者
同
伴
。詳
し
く

は
奥
住
�
４
７
１
・
４
６
４
１
へ
。

　

◆
湧
水
の
保
全
と
復
活
〜
落
合

川
を
考
え
て
〜（
落
合
川
の
小
渓
谷

を
保
全
す
る
会
）　

２
月　

日
（
日
）

２５

午
後
２
時
〜
４
時
、中
央
図
書
館
視

聴
覚
ホ
ー
ル
で
。
資
料
代
２
０
０
円
。

環
境
省
地
下
水
・
地
盤
環
境
室
長
の

藤
塚
哲
朗
氏
の
講
演
と
活
動
報
告
。

詳
し
く
は
佐
藤
�
４
７
２
・
６
６
４

８
へ
。
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